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質
問　
上
野
三
碑
が
ユ
ネ
ス
コ

世
界
の
記
憶
登
録
後
２
周
年
を

迎
え
た
が
、
記
念
事
業
の
内
容

は
。

答
弁　
11
月
３
日
に
上
野
三
碑

の
扉
を
開
く
特
別
公
開
を
行
い

昨
年
を
上
回
る
見
学
者
が
あ
っ

た
。
多
胡
碑
記
念
館
で
は
天
平

衣
装
体
験
や
古
代
の
糸
つ
む
ぎ

体
験
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
行
っ

た
。
さ
ら
に
11
月
末
に
上
野
三

碑
を
つ
な
ぐ
会
に
よ
り
子
ど
も

向
け
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
す
る
な

質
問　
本
市
の
地
球
温
暖
化
防

止
対
策
の
取
り
組
み
と
ぐ
ん
ま

緑
の
県
民
税
の
財
源
配
分
は
。

答
弁　
２
０
１
１
年
に
地
球
温

暖
化
防
止
対
策
実
行
計
画
「
グ

リ
ー
ン
・
ク
リ
ー
ン
た
か
さ
き

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
を
策
定
、

森
林
資
源
を
保
全
す
る
た
め
の

森
林
整
備
や
３
Ｒ
を
推
進
し
、

ご
み
の
減
量
化
、
資
源
化
に
よ

り
温
室
効
果
ガ
ス
の
抑
制
に
努

め
て
い
る
。
ま
た
、
緑
の
県
民

税
は
本
市
の
里
山
元
気
再
生
事

業
や
森
林
環
境
教
育
事
業
等
に

充
て
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
に
約
８ 

６
０
０
万
円
交
付
さ
れ
て
い
る
。

質
問　
道
路
標
示
や
標
識
を
施

工
す
る
所
管
は
。
ま
た
、
右
折

レ
ー
ン
が
設
置
で
き
な
い
交
差

点
へ
の
時
差
式
信
号
機
の
設
置

の
考
え
は
。

答
弁　
学
童
注
意
な
ど
の
注
意

喚
起
に
関
す
る
文
字
表
示
や
幅

員
減
少
な
ど
の
警
戒
標
識
は
本

市
が
、
止
ま
れ
の
文
字
や
横
断

歩
道
な
ど
の
規
制
標
識
は
県
公

安
委
員
会
が
設
置
し
て
い
る
。 

　
ま
た
、
信
号
機
の
設
置
は
警

察
の
所
管
と
な
る
た
め
、
現
地

の
状
況
を
把
握
し
た

後
、
警
察
へ
検
討
を

働
き
か
け
る
。

質
問　
水
害
が
相
次
ぐ
中
、
立

地
適
正
化
計
画
の
居
住
誘
導
区

域
内
に
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
示

さ
れ
た
洪
水
浸
水
想
定
区
域
が

含
ま
れ
て
い
る
が
市
の
考
え
は
。

答
弁　
災
害
リ
ス
ク
の
高
い
洪

水
浸
水
想
定
区
域
は
、
都
市
計

画
運
用
指
針
に
基
づ
き
、
居
住

誘
導
区
域
か
ら
除
外
し
て
い
る
。 

　
た
だ
し
、
新
町
地
域
は
洪
水

浸
水
想
定
区
域
に
含
ま
れ
て
い

る
が
、
既
に
市
街
地
が
形
成
さ

れ
て
お
り
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ

ィ
の
考
え
方
に
合
致
す
る
た
め
、

居
住
誘
導
区
域
に
指
定
す
る
考

え
で
あ
る
。

質
問　
学
校
や
社
会
教
育
施
設

の
ト
イ
レ
の
洋
式
化
の
進
捗
状

況
と
、
今
後
の
整
備
計
画
は
。

答
弁　
市
内
小
・
中
学
校
83
校

の
ト
イ
レ
の
洋
式
化
率
は
、
職

員
用
も
含
め
、
現
在
50
・
４
％

質
問　
就
農
者
確
保
の
た
め
の

取
り
組
み
や
地
域
の
特
性
を
生

か
し
た
市
独
自
の
支
援
策
は
。

答
弁　
あ
ら
ゆ
る
世
代
に
農
業

の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
７

月
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活

用
し
た
農
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
高
崎
を
配

信
し
て
い
る
。
ま
た
、
６
次
産

業
化
や
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
力

向
上
の
た
め
の
補
助
金
制
度
を

創
設
し
、
農
業
者
の
収
益
向
上

の
取
り
組
み
を
支
援
し
て
い
る
。

地
域
特
産
の
は
ん
で
え
米
の
ブ

ラ
ン
ド
化
に
向
け
た
外
袋
の
開

発
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

質
問　
農
業
所
得
の
向
上
や
成

長
産
業
化
に
向
け
、
海
外
進
出

も
含
め
実
施
し
て
い
る
施
策
は
。

答
弁　
農
業
者
の
所
得
向
上
を

図
る
た
め
、
大
規
模
商
業
店
舗

で
の
直
売
コ
ー
ナ
ー
へ
の
出
荷

や
首
都
圏
の
大
規
模
商
談
会
で

の
販
売
に
対
す
る
支
援
を
行
っ

て
い
る
。
さ
ら
に
本
年
８
月
に

は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
海
外
輸

出
の
拠
点
と
な
る
現
地
法
人
高

崎
ト
リ
ニ
オ
ン
を
設
立
し
、
現

地
の
百
貨
店
で
の
営
業
活
動
や

レ
ス
ト
ラ
ン
と
の
取
引
を
始
め

た
。
引
き
続
き
着
実

な
成
果
が
得
ら
れ
る

よ
う
取
り
組
み
た
い
。

市
で
整
備
が
進
む
共
同
墓
地
に

つ
い
て
本
市
の
設
置
方
針
は
。

答
弁　
区
画
墓
所
の
需
要
が
多

く
あ
る
た
め
、
引
き
続
き
整
備

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
し

か
し
、
近
年
、
墓
地
に
対
す
る

考
え
方
も
変
わ
っ
て
き
て
い
る

た
め
、
県
内
外
の
公
営
墓
所
の

事
例
な
ど
を
参
考
に
、
今
後
の

墓
所
の
応
募
状
況
や
市
民
ニ
ー

ズ
等
を
踏
ま
え
た
上
で
、
新
た

な
墓
地
の
形
態
や
在

り
方
を
研
究
し
て
い

く
。

談
を
実
施
し
、
職
場
環
境
整
備

に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、
事
件

の
反
省
を
踏
ま
え
、
弁
護
士
を

ト
ッ
プ
と
し
た
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
室
を
設
置
し
、
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
意
識
の
向
上
を
図
る

と
と
も
に
職
員
が
安
心
し
て
働

け
る
環
境
の
整
備
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

質
問　
７
月
の
集
中
豪
雨
や
台

風
19
号
で
浸
水
被
害
の
あ
っ
た

井
野
川
下
流
域
の
雨
水
対
策
の

進
捗
状
況
と
今
後
の
展
望
は
。

答
弁　
宿
大
類
工
業
団
地
の
外

水
対
策
と
し
て
県
が
進
め
る
堤

防
整
備
が
、
来
年
３
月
に
完
成

予
定
で
あ
る
。
内
水
対
策
と
し

て
の
バ
イ
パ
ス
排
水
路
工
事
は
、

６
月
末
の
完
成
に
向
け
整
備
を

進
め
て
い
る
。
ま
た
、
元
島
名

町
の
井
野
川
沿
い
の
地
区
で
は
、

来
年
度
実
施
予
定
の
雨
水
対
策

工
事
に
向
け
、
調
査
や
測
量
を

実
施
し
、
年
明
け
か
ら
施
工
な

ど
を
県
と
協
議
予
定
で
あ
る
。

質
問　
本
市
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ス
ク
ー
ル
の
現
状
や
さ
ま
ざ
ま

な
団
体
と
の
連
携
は
。

答
弁　
本
市
で
は
北
小
、
京
ケ

島
小
、
吉
井
西
小
が
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ス
ク
ー
ル
と
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
は
教
員
、
保
護
者
、
地

域
住
民
か
ら
な
る
学
校
運
営
協

議
会
を
設
置
し
、
学
校
経
営
や

教
育
活
動
に
つ
い
て
意
見
交
換

を
行
い
、
子
ど
も
の
た
め
に
協

働
し
て
い
る
。
今
後
も
保
護
者

や
地
域
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、

よ
り
良
い
連
携
の
在

り
方
を
研
究
し
て
い

く
。

堀ほ
り
ぐ
ち口 　

順す
な
お

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

学
校
教
育
諸
課
題

　

八

幡

霊

園

整

備

荒あ
ら
き木 

征せ
い
じ二

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

福
祉
・
医
療
・
保
健
の
連
携

　

市

発

注

業

務

丸ま
る
や
ま山 

芳よ
し
の
り典

（
新
風
会
）

本
市
の
農
業
振
興
施
策

大お
お
か
わ
ら

河
原 

吉よ
し
あ
き明

（
新
風
会
）

井
野
川
流
域
の
防
災
対
策

　
本
市
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

保護者や地域住民の意見を学校運営に反映し、地域とともにある学校づくりを実現するための仕組み。●コミュニティスクール高齢者などが徒歩で生活できるよう住居と各種施設を中心部に集約した都市。●コンパクトシティ

ごみの量を減らすReduce（リデュース）、何度も繰り返し使用するReuse（リユース）、
分別し再資源化するRecycle（リサイクル）の頭文字を表したもの。●３R

質
問　
榛
名
林
間
学
校
で
、
日

本
食
を
テ
ー
マ
と
し
た
体
験
学

習
を
取
り
入
れ
て
は
ど
う
か
。

答
弁　
林
間
学
校
で
は
、
火
お

こ
し
体
験
や
野
外
炊
飯
、
枝
を

使
っ
た
ス
プ
ー
ン
作
り
な
ど
の

活
動
を
し
て
お
り
、
食
を
考
え

る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と

思
わ
れ
る
。
ま
た
、
各
学
校
で

は
お
っ
き
り
こ
み
作
り
や
古
代

米
作
り
な
ど
、
伝
統
的
な
食
文

化
に
関
わ
る
取
り
組
み
を
行
っ

て
お
り
、
林
間
学
校
で
の
取
り

質
問　
支
援
が
必
要
な
母
子
の

早
期
発
見
が
重
要
で
あ
る
が
、

本
市
の
取
り
組
み
は
。

答
弁　
心
療
内
科
や
精
神
科
等

へ
の
受
診
歴
が
あ
り
、
精
神
的

に
不
安
定
な
妊
婦
に
は
保
健
師

や
助
産
師
の
支
援
を
開
始
す
る
。

助
産
師
訪
問
指
導
事
業
で
は
、

助
産
師
が
エ
ジ
ン
バ
ラ
産
後
う

つ
質
問
票
な
ど
に
よ
り
産
婦
の

精
神
状
態
や
育
児
負
担
、
ス
ト

レ
ス
状
況
を
確
認
し
、
緊
急
時

に
は
市
の
保
健
師
と
連
携
し
て

支
援
す
る
。
今
後
も
産
前
産
後

の
支
援
に
よ
り
悩
み
を
抱
え
る

母
子
の
ケ
ア
に
取
り
組
み
た
い
。

質
問　
職
員
が
適
切
に
職
務
を

遂
行
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
対

す
る
市
の
見
解
は
。

答
弁　
現
在
、
管
理
職
に
対
す

る
職
場
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
向

上
の
研
修
や
上
司
と
部
下
の
面

組
み
を
含
め
、
今
後
も
体
験
学

習
の
充
実
に
向
け
て
考
え
て
い

き
た
い
。

質
問　
八
幡
霊
園
の
今
後
の
拡

張
整
備
計
画
は
。
ま
た
、
前
橋

で
あ
り
、
本
年
度
も
各
学
校
の

児
童
・
生
徒
数
や
洋
式
ト
イ
レ

の
設
置
状
況
を
踏
ま
え
整
備
を

進
め
て
い
る
。
社
会
教
育
施
設

で
は
、
公
民
館
45
館
で
63
・
３

％
、
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
・
ソ

シ
ア
ス
で
１
０
０
％
と
な
っ
て

い
る
。
今
後
も
着
実

に
洋
式
化
が
進
む
よ

う
努
め
て
い
く
。

質
問　
国
は
今
の
時
代
に
合
っ

た
働
き
方
改
革
の
取
り
組
み
を

進
め
て
い
る
が
、
こ
の
改
革
の

内
容
は
。

答
弁　
一
億
総
活
躍
社
会
を
作

る
た
め
の
最
大
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

と
さ
れ
て
お
り
、
改
革
の
柱
の

第
一
と
し
て
は
、
同
一
労
働
、

同
一
賃
金
の
実
現
で
、
正
規
・

非
正
規
の
形
態
に
関
わ
ら
な
い

均
等
、
均
衡
な
待
遇
の
確
保
。

第
二
は
、
長
時
間
労
働
の
是
正
。

第
三
は
、
高
齢
者
の
就
労
促
進

と
し
て
雇
用
の
継
続
延
長
や
定

年
引
き
上
げ
に
向
け
た
環
境
整

備
。
こ
れ
ら
の
就
労
支
援
の
充

実
に
よ
り
生
涯
現
役
社
会
を
実

現
さ
せ
る
た
め
の
取
り
組
み
で

あ
る
。

質
問　
市
役
所
の
法
令
遵
守
見

直
し
の
た
め
に
設
置
さ
れ
る
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
室
と
は
。

答
弁　
職
員
の
職
務
遂
行
に
係

る
法
令
遵
守
の
徹
底
と
法
的
に

適
切
な
職
務
遂
行
の
推
進
を
図

る
た
め
、
弁
護
士
を
室
長
に
置

く
。
事
務
分
掌
に
つ
い
て
は
、

法
令
解
釈
の
助
言
や
不
当
要
求

対
策
、
事
務
の
適
正
な
執
行
な

ど
、
職
員
の
法
令
遵

守
の
意
識
啓
発
を
想

定
し
て
い
る
。

ど
、
引
き
続
き
民
間
団
体
と
連

携
し
三
碑
の
普
及
に
努
め
た
い
。

質
問　
養
豚
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
あ
た
り
今
後
の
養
豚
農
家
へ

の
影
響
は
。

答
弁　
県
内
で
も
出
荷
が
始
ま

っ
て
い
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
、

こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
枝
肉
価
格

で
取
引
さ
れ
て
お
り
、
消
費
者

の
買
い
控
え
な
ど
も
な
い
。
本

市
で
は
食
肉
の
販
売
促
進
に
向

け
、
イ
ベ
ン
ト
で
の
市
内
産
豚

肉
の
積
極
的
な
販
売
支
援
や
農

業
ま
つ
り
で
の
試
食
配
布
な
ど

消
費
拡
大
の
た
め
の
Ｐ
Ｒ
を
し

て
い
る
。
引
き
続
き
、
こ
の
よ

う
な
取
り
組
み
を
継

続
し
、
食
肉
の
安
全

性
を
周
知
し
た
い
。

清し
み
ず水 

明あ
き
お夫

（
新
風
会
）

上
野
三
碑
の
今
後
の
振
興
施
策

　
Ｃ
Ｓ
Ｆ（
豚
コ
レ
ラ
）対
策
の
現
状
と
今
後

林は
や
し 　

恒つ
ね
よ
し徳

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

働

き

方

改

革

　
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
室
の
設
置

長お
さ
か
べ壁 

真し
ん
じ樹

（
新
風
会
）

地
球
温
暖
化
防
止
に
お
け
る
取
り
組
み

　

交
通
安
全
対
策
の
現
状

依よ

だ田 

好よ
し
あ
き明

（
日
本
共
産
党
）

立
地
適
正
化
計
画

　
公
的
施
設
の
老
朽
化
と
改
築
改
修

食の文化に関わる体験学習山上碑の扉を開く特別公開

（P8参照）

食品企業の製造工程で発生する規格外品などを引き取り、福祉施設などへ無料で提供する活動・団体。●フードバンク（P5参照）


